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陀
佛
の
経
典
と
佛
塔

平

川

彰

闘

問
題
の
所
在

佛
塔
に
つ
い
て
述
べ
る
大
乗
経
典
は
多
い
が
、
こ
こ
に
は
、
阿
彌
陀

佛
の
経
典
と
佛
塔
と
の
關
係
を
問
題
に
し
た
い
。
阿
彌
陀
佛
に
つ
い
て

述
べ
る
経
典
と
し
て
は
、
般
舟
三
昧
経
と
無
量
壽
経

・
阿
彌
陀
経
等
が

重
要
で
あ
る
。
ま
ず
般
舟
三
昧
経
か
ら
見
る
と
、

こ
の
経
は
、
般
舟
三

昧
(p
ra
ty
utpan
n
a
-sam
ad
h
i
,
 
p
accu
pp
an
n
a
-s
.
 
佛
立
三
昧
)
す
な
わ
ち

鏡
に
映

つ
た
像
の
如
く
に
、

一
切
の
佛
を
見
る
三
味
を
説
く
経
で
あ
る

が
、
と
く
に
阿
彌
陀
佛
を
念
ず
る
三
昧
を
説
い
て
い
る
。

大
乗
佛
教
の
興
起
に
際
し
て
、
佛
塔
信
仰
の
果
し
た
役
割
は
大
き
い

と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

一
旦
、
大
乗
佛
敢
の
教
理
が
確
立
し

て
し
ま
う
と
、
佛
塔
信
仰
は
古
い
も
の
と
し
て
、
か
え
つ
て
大
乗
佛
教

か
ら
否
定
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
。

そ
し
て
大
乗
佛
敏
は
佛
塔
信
仰
か
ら

離
れ
て
ゆ
く
。

こ
れ
は
、
敢
理

の
獲
展
に
お
け
る
必
然
的
な
経
過
で
あ

る
と
思
う
。
し
た
が
つ
て
佛
塔
信
仰
と
大
乗
経
典
の
關
係
を
探
る
場
合

に
は
、
大
乗
経
典

の
古
い
形
を
、
資
料
と
し
て
探
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
大
乗
経
典
の
古
い
形
は
、
翻
課
年
代
の
新
し
い
チ
ベ
ッ
ト
課
や
、

爲
本
成
立
年
代
の
新
し
い
梵
語
の
原
典
に
は
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主

(1
)

と
し
て
漢
課
の

「古
課
」
の
中
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

華
嚴
経
の
浮
行
品
や
、
郁
伽
長
者
経
な
ど
を
實
例
と
し
て
、
筆
者
の
か

つ
て
論
謹
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

幸
い
い
ま
問
題
に
す
る
般
舟
三
昧
経
や
無
量
壽
経
等
に
は
、
古
課
が

保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
佛
塔
信
仰
と
大
乗
佛
教
の
關
係
を
跡
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
般
舟
三
昧
経
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
繹
が
存
在
し
、

漢
課
に
四
本
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

佛
塔
信
仰
と
阿
彌
陀
佛
信
仰
と
の
關
係
を
、
歴
史
的
に
跡
づ
け
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
同
様
に
無
量
壽
経
に
も
、
古
繹
が
二
本
存
在
し
、
さ

ら
に
康
僧
鎧
課
無
量
壽
経
が
あ
る
、
さ
ら
に
そ

の
あ
と
に
二
課
が
あ
る
。

同
様
に
翻
課
年
代
の
幅
が
廣

い
。
さ
ら
に
そ
の
あ
と
に
チ
ベ

ッ
ト
課
と

梵
本
が
あ
る
か
ら
、
異
つ
た
時
代
に
固
定
し
た
異
本
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
阿
彌
陀
経
に
お
け
る
佛
塔
信
仰
の
攣
化
を
考
察
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

阿
彌
陀
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経
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三
三
四

二
 
般
舟
三
昧
経
の
課
者

般
舟
三
昧
経
に
は
、
現
在
漢
課
に
は
四
課
が
残
つ
て
い
る
。
し
か
し

繹
者
に
つ
い
て
の
詳
し
い
研
究
が
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
ま

ず
こ
の
鮎
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
漢
繹

の
四
本
と
は
、
三
巻
本

の
支
婁
迦
識
繹
般
舟
三
昧
経
、

一
巻
本
の
支
婁
迦
識
課
般
舟
三
昧
経
、

失
課
の
抜
阪
菩
薩
経

一
巻
、
階
の
闇
那
堀
多
課
大
方
等
大
集
経
賢
護
分

五
巻
の
四
本
で
あ
る

(以
上
、
大
正

一
三
、
八
七
二
頁
以
下
)
。
こ
の
中
、

闇
那
堀
多
課
は
、
課
時

(開
皇
十
四
年
、
五
九
四
年
)
も
お
そ

い
の
で
、

課
時
、
課
者
に
封
す
る
疑
問
は
な
い
。

つ
ぎ
に
抜
肢
菩
薩
経
は
、
古
い
時
代
か
ら
す
で
に
課
者
不
明
で
あ

つ

た
ら
し
い
。
経
名
も
腿
阪
陀
菩
薩
経
、
抜
陀
菩
薩
経
、
抜
阪
菩
薩
経
と
、

二
輻
三
輻
し
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
は

「賢
護
」
B
h
a
d
rap
a
la

の
前

牛
バ
ド
ラ
を
音
課
し
て
経
名
と
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
音
爲

の
意
味
が

理
解
さ
れ
な
か
つ
た
た
め
に
、
流
傳
の
間
に
混
齪
し
攣
化
し
た
も
の
の

如
く
で
あ
る
。
と
も
か
く
こ
の
経
は
、
古
く
か
ら
失
課
に
な
つ
て
い
た
。

出
三
藏
記
集
に
は
、
抜
肢
菩
薩
経
は
見
當
ら
な
い
が
、
そ
の

「
安
公
古

異
経
録
」

の
中
に
、
「
腿
披
陀
菩
薩
経

一
巻
」
が
あ

る

(大
正
五
五
、
一

五
中
)
。
こ
れ
が
そ
れ
に
當
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
道
安
が
、
「古
異

経
と
見
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
課
者
不
明

で
も
、
醗
課

の
古

い
こ
と

(道
安
、
三
一
四
-
三
八
五
以
前
)
が
承
認
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
あ

る
。

し
か
し
そ
の
後
の
経
録
に
は
、
越
披
陀
菩
薩
経
は
見
當
ら
ず
、
後
述
す

る
如
く
、
抜
陀
菩
薩
経
と
七
て
現
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
経
録
に
抜
披

菩
薩
経
と
し
て
現
れ
、
現
在
に
至
つ
て
い
る
。

こ
れ
は
経
録
の
最
初
か

ら
失
課
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
古
く
か
ら
課
者
不
明
で
あ
る
。

現
本
に
つ
い
て
み
る
も
、
課
語
の
古
い
こ
と
は
、

一
見
し
て
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
本
経
は
、
般
舟
三
昧
経
の
前
四
品
に
相
當
す
る
部
分
課

で
あ
る
た
め
、
目
下
の
研
究
に
は
關
係
が
な
い
。
故
に
今
は
こ
れ
以
上

燭
れ
な
い
。

問
題
に
な
る
の
は
支
婁
迦
識
課
と
さ
れ
て
い
る

一
巻
本
と
三
巻
本
と

の
般
舟
三
昧
経
で
あ
る
。

一
人
で
二
本
の
般
舟
三
昧
経
を
課
し
た
と
い

う
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
し
か
も
経
録
に
お
い
て
も
、

三
人
二
課
が
確

定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
貼
は
詳
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ

る
。
な
お

一
雀
本
と
三
巻
本
と
に
は
、
課
語

・
課
文
に
注
目
す

べ
き
類

似
が
あ
り
、
し
た
が
つ
て

一
巻
本
は
三
巻
本
の
抜
粋
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
が
お
こ
る
。
し
か
し
爾
者
は
組
織
が
異
る
た
め
に
、

一
鷹

「
別

本
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
鮎
は
學
界
で
も
承
認
さ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
後
の
課
者
が
、
前
の
羅
文
を
参
考

に
し
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。

(
2
)

色
井
秀
譲
氏
は

一
巻
本
、
三
巻
本
、
抜
肢
経
、
賢
護
分
の
内
容
比
較

を
さ
れ
て
、
般
舟
三
昧
経
の
成
立
次
第
を
、

一
巻
本
、
三
巻
本
、
抜
肢

経
、
賢
護
分
の
順
序
と
見
ら
れ
た
。
し
か
し
抜
肢
経
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
尚
問
題
が
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。

こ
れ
は
妥
當
な
解
課
で
あ
る
と
思

う
。
抜
阪
経
は
、

一
巻
本
に
く
ち
べ
て
内
容
が
増
廣
さ
れ
て
お
り
、
明

-788-



ら
か
に
成
立
が
新
し
い
。
し
か
し
前
牟
で
切
れ
て
お
り
、
章
節
が
な
い
。

未
整
理

の
経
典
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
経
は
、
原
典
が
こ
れ
丈
の

も
の
で
あ

つ
た
の
か
、
あ
る
い
は
破
本
が
残
つ
た
の
か
も
明
ら
か
で
な

い
。
内
容
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
で
完
全
本
で
あ
つ
た
と
は
見
難
い
も
の

で
あ
り
、
不
完
全
課
で
あ
つ
た
か
、
或
い
は
完
課
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

破
本
が
残

つ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
抜
肢
経
を
も

と
に
し
て
、
般
舟
三
昧
経

の
原
型
を
決
定
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

つ
ぎ
に
三
巻
本
と

一
巻
本

の
前
後

の
問
題
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は

一
巻
本
の
方
が
簡
潔
で
あ
り
、
色
井
氏
の
言
わ
れ
る
如
く
、

一
巻
本
の

方
が
古
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
課
語
か
ら
言
う
と

一
巻
本

は
、
「夜
叉
」
(
三
巻
本
、
閲
叉
鬼
紳
)
(大
正
一
三
、
八
九
八
上
・
九
〇
三

上
)
、
「
浬
繋
」
(三
巻
本
、
泥
潭
)
(
大
正
同
、
八
九
九
下
・
九
〇
六
下
)
な

ど
と
、
新

し
い
課
語
が
見
ら
れ
、
繹
文
も
全
髄
と
し
て
は
三
巻
本
の
方

が
古
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
新
し
い
課
語
は
傳
爲
の
間
の
混
入

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
確
定
的
な
き
め
手
に
は
な
ら
な
い
。

全
髄
と
し

て
見
れ
ば
、

一
巻
本
も
三
巻
本
も
と
も
に
、
古
課
時
代
の
醗

繹
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
課
語
だ
け
で
は
決
定
的
な
剣

定
は
で
き
な
い
か
ら
、
経
録
の
記
述
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

般
舟
三
昧
経
の
翻
課
に
つ
い
て
は
、
開
元
録
に
、
「
前
後
七
課
、
三
存

四
閾
、

四
は
是
れ
全
本
、
三
は
是
れ
抄
課
」
と
稻
し

(
大
正
五
五
、
六
二

七
下
)
、
そ

の

「
三
存
」
と
は

(大
正
同
、
五
八
八
下
-
五
八
九
上
)
、

般
舟
三
昧
経
三
巻
、
後
漢
月
支
三
藏
支
婁
迦
識
課
第

一
課

抜
肢
菩
薩
経

一
巻
、
僧
祐
録
云
安
公
古
典
経
第
五
出

大
方
等
大
集
賢
護
経
五
巻
、
階
天
竺
三
藏

闇
那
堀
多
等
課
第
七
謬

で
あ
る
と
し
、
そ
の

「
四
闘
」
と
は

(大
正
同
、
六
二
七
下
)
、

般
舟
三
昧
経
二
巻
、
或

一
巻
、
後
漢
天
竺
三
藏
竺
佛
朔
繹
第
二
繹

般
舟
三
昧
経

一
巻
、
後
漢
月
支
三
藏
支
婁
迦
識
課
第
三
課

般
舟
三
昧
念
佛
章
経

一
巻
、
後
漢
代
失
課
第
四
課

般
舟
三
昧
経
二
巻
、
西
並旦
二
藏
竺
法
護
課
第
六
課

と
な
し
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
は
、
般
舟
三
昧
経
に

「
三
存
」
を
言
う

て
い
る
が
、
現
實
に
は
四
課
が
残
つ

て
い
る
か
ら
、
既
に
こ
こ
に
誤
り

が
あ
る
。
し
か
し
智
昇

の
こ
の

「
三
存
四
敏
」
が
、
経
録
で
古
く
か
ら

確
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。

ま
ず
最
古
の
経
録
で
あ
る
出
三
藏
記
集

(大
正
五
五
、
六
中
)
を
見
る

に
、
支
婁
迦
識

の
課
経
中
に

「
般
舟
三
昧
経
二
巻
」
を
墾
げ
、
し
か
も

「
善
録
に
云
う
」
と
し
て
、
こ
れ
が

「
光
和

二
年

(
三
七
九
)
十

月
八

旦
誰
出
」
で
あ
つ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
支
婁
迦
識
に

般
舟
三
昧
経

の
課
出
の
あ
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
但
し
巻
敷
に

(
3
)

つ
い
て
は
、
大
正
藏
で
は

二

巻
」
と
あ
る
が
、
宋
元
明
三
本
で
は
二

巻
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
も
同
じ
く
出
三
藏
記
集

の
「
新
集
異
出
経
録
」

に

「般
舟
三
昧
経
」
と
し
て
、
支
識
課
二
巻
本

と
、
竺
法
護
課
二
巻
本

と
を
學
げ
、
「
右

一
経
、

二
人
異
出
」
(大
正
五
五
、

一
四
中
)
と
出
し
て

い
る
か
ら
、
爾
本
共
に
二
巻
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
っ
こ
の
箇
所
で
は
、

大
正
藏
で
も

「
二
巻
」
と
な
つ
て
い
る
か
ら
、

二
巻
が
正
し
い
と
思
わ

阿
彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
午

川
)
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三
三
六

れ
る
。
し
か
し
さ
き
の
支
婁
迦
識
の
課
出
経
を
學
げ
る
所
で
、
高
麗
藏

で
は

二

巻
」
ど
あ
り
、
宋
元
明
三
本
で
は

「
二
巻
」
と
な
つ
て
い
る

の
は
、
本
來
こ
の
鮎
が
明
瞭
で
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
後
世

の
経
録
に
お
い
て
、
支
婁
迦
識
に
三
巻
本

(
二
巻
本
の
攣
形
)
と

一
巻

本
と
の
二
本
が
言
わ
れ
る
に
至
つ
た
理
由
で
あ
る
か
と
思
う
。
と
も
か
.
 

く
出
三
藏
記
集
に
よ
れ
ば
、
支
婁
迦
識
に
は
、
二
巻
本
が

一
繹
あ

つ
た

に
す
ぎ
な

い
。

つ
ぎ
に
後
代
の
経
録
で
は
、
竺
佛
朔

(竺
朔
佛
)
が
支
婁
迦
識

と
共

同
し
て
、
般
舟
三
昧
経

一
巻
を
課
出
し
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
が
、

出
三
藏
記
集
に
は
出
て
い
な
い
。
出
三
藏
記
集
で
は
、
竺
朔
佛

の
課
経

と
し
て
、
「
道
行
経

三
巻
」
(大
正
五
五
、
六
中
)
を
學
げ
る
の
み
で
あ
る
。

出
三
藏
記
集
に
は
、
先
述
の
如
く
竺
法
護

の
謬
出
経

の

「見
存
」
の

中
に
、
「般
舟
三
昧
経
二
巻
」
(大
正
同
、
八
上
)
を
學
げ
て
い
る
。
こ
れ

は

「安
公
録
」
に
も
あ

つ
た
も
の
で
あ
り
、
道
安
以
來
、
支
婁
迦
識
と

法
護
と
に
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
の
般
舟
三
昧
経
の
繹
出
が
あ
つ
た
こ
と
が
、
,
 

承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
爾
本
共
に
僧
祐
の
時
代
に

は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
竺
法
護
課
は

「見
存
」
の
中

に
入
つ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
現
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

椙
三
藏
記
集
に
は
、

こ
の
外
に
般
舟
三
昧
経
に
關
係
の
あ
る
も
の
と

し
て
、
失

課
中
に
前
記

の

「
腿
披
陀
菩
薩
経

一
巻
」
を
出
し
、
さ
ら
に

道
安
録
に
な
く
し
て
、
僧
祐
が
新
ら
た
に
所
得
し
た

「新
集
所
得
」

の

「
失
課
雑
経
録
」
中
に

「
般
舟
三
昧
念
佛
章
経

一
巻
」
(大
正
同
、
三
〇

下
)
を
塁
げ
て
い
る
。

こ
れ
も
僧
祐
時
代
に
存
在

し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
僧
祐
は

「
四
課
」
を
學
げ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
す
べ
て
存
在

し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

次
の
法
経
録
に
な
る
と
、
「般
舟
三
味
経
二
巻
、
普
世
竺
法
護

課
」

(
大
正
五
五
、
一
一
五
下
)
と
し
て
、
法
護
課
の
み
を
出
し
、

つ
ぎ
に
「
衆

経
異
課
」
の
中
に
、
支
識
課
の

三
巻
本
と
、
抜

陀
菩
薩
経

一
巻
、
般
舟

三
昧
念
佛
章
経

一
巻
の
三
課
を
あ
げ

(大
正
同
、

一
二
〇
上
)
、
こ
れ
ら

を
般
舟
三
昧
経
の

「
別
品
別
課
」
で
あ
る
と
言

つ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

竺
法
護
課
が
主
と
な
つ
て
お
り
、
他
の
経
の
存

鉄
は
言
う
て
い
な
い
。

そ
し
て
支
識
課
は

一
巻
と
な
り
、
「是
れ
後
の
十
品
な
り
」
と
註
記
し

て
、
部
分
課
と
見
て
い
る
。
「後
十
品
」
と
は
、
出
三
藏
記
集

の
言
わ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
こ
こ
に
混
齪
が
あ
る
。
こ
れ
は
二
巻
の
う

ち
下
巻
の
み
が
残
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
鉄
本
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
が
分
る
と
言
う
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
後
の
経
録

に
受
け
つ
が
れ
る
。
次
に
こ
こ
に

「抜
陀
菩
薩
経
」
と
あ
る
の
は
、
出

三
藏
記
集
の
腿
披
陀
菩
薩
経
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
の
仁
壽
録
で
は
、
「般
舟
三
昧
経
三
巻
或

い
は
二
巻
、
晋
世
竺
法

護
繹
」
(大
正
五
五
、
一
五
一
中
)
と
し
て
學
げ
、

今
ま
で
二
巻
と
な

つ
て

い
た
も
の
が
、
「三
巻
或
い
は
二
巻
」
に
攣

つ
て

い
る
。
そ
し
て
「
重
翻
」

録
に
、
「抜
陀
菩
薩
経

一
巻
」
(大
正
同
、

三
五
九
下
)
の
み
を
學
げ
、
更

に

「閾
本
」
録
に
、
支
識
課

(後
十

叩
)

一
巻
本

と
般
舟
三
昧
念
佛
章
経

三
巻
と
を
學
げ
て
い
る

(大
正
同
、
一
七
六
上
)
。
し
た
が

つ
て
仁
壽
録
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は
、
竺
法
護
課
と
抜
陀
菩
薩
経
の
み
の
存
在
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

支
識
課

は
鉄
本
と
な

つ
て
い
る
。

つ
ぎ

の
静
泰
録
に
は
、
「
竺
法
護
課
般
舟
三
昧
経
三
巻
或

い
は
二
巻
」

(大
正
同
、
一
八
二
下
)
を
學
げ
る
こ
と
は
、
仁
壽
録
等
と
同
じ
で
あ
る
。

更
に
こ
れ
を

「
四
十
七
紙
」
と
分
量
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

「重
翻
」

録
に
、
「抜
阪
菩
薩
経

一
巻
、
十
三
紙
」
(大
正
同
、
一
九
三
中
)
と
墾
げ

て
い
る
。

こ
こ
に

「
抜
肢
菩
薩
経
」
と
、
現
存
経
名
と
同
じ
に
な
つ
て

い
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
仁
壽
録
の

「抜
陀
菩
薩
経
」
と
同
じ
も
の

で
あ
る
。
静
泰
録
の
學
げ
る
四
十
七
紙
の
般
舟
三
昧
経
と
十
三
紙
の
抜

肢
菩
薩
経
と
は
、
現
存
の
三
巻
本

の
般
舟
三
昧
経
と
、
抜
破
菩
薩
経
と

同

一
物

で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
大
正
藏
本
で
、
抜
阪
菩
薩
経
は
四
頁
牛

で
、
行
敷
に
し
て
約
三
九
二
行
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
を
十
三
紙
に
直

す
と
、

一
紙
は
三
〇
行
分
ほ
ど
に
な
る
。
竺
法
護
繹
は
四
十
七
紙
と
な

つ
て
い
る
か
ら
、

一
紙
三
〇
行
分
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は

一
四

一
〇
行
に

な
る
。

し
か
し
て
大
正
藏
で
三
巻
本
は
十
七
頁
で
あ
り
、
約

一
四
六
四

行
で
あ
る
が
、
偶
文
が
多
く
行
敷
が
ふ
え
て
い
る
か
ら
、
大
髄
爾
者
は

合
致
す
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
を
も

つ
て
み
る
と
、
現
存
の
三
巻
本
の
般
舟
三
昧
経
と
、
抜
阪

菩
薩
経

と
の
存
在
が
古
く
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
も
三
省
本
は
、
古
く
は
竺
法
護
課
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現

存
の

一
巻
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
経
録
は
何
も
言
う
所
が
な
い
。

法
経
録
以
下
に
、
支
識
課

一
巻
本
と
し
て
出
す
の
は

「
後
十
品
」
と
さ

れ
る
が
、
現
存

一
巻
本
は

「
八
品
」
あ
り
、
ル
か
も
首
尾
が
揃

つ
て
い

る
。
故
に
爾
者
は
別
本
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
歴
代
三
寳
紀
で
は
、
支
婁
迦
識
課
経
中
、
竺
佛
朔
課
経
中
、

竺
法
護
課
経
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
の
般
舟
三
昧
経
の
繹
出
の
あ
つ
た

こ
と
を
言
う

(
大
正
四
九
、
五
二
下
・
五
三
下
・
六
二
下
)
。
費
長
房

は
竺

佛
朔
に
般
舟
三
昧
経
の
繹
出

の
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
理
由
を
出
し
て
い

る
が
、
し
か
し
そ
の
根
嫁
は
充
分
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

が
、
次
の
大
唐
内
典
録
以
下
に
受
け
つ
が
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
三

寳
紀
の

「
大
乗
入
藏
目
」
に
は
、
「
般
舟
三
昧

経
二
巻
」
(大
正
四
九
、

一
一
○
中
)
と
し
て
、

一
本
の
み
を
學
げ
て
い
る
か
ら
、
存
在

し
た
の

が

一
本
の
み
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
彼
も
認
め
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
大
唐
典
録
に
つ
い
て
は
、
大
正
大
藏
経
で
は
、
支
婁
迦
識
の

課
経
中
に
般
舟
三
昧
経
二
巻
が
漏
れ
て
い
る
。
内
典
録
は
支
婁
迦
識
の

課
経
を

「
二
十

一
部
六
十
三
巻
」
(大
正
五
五
、
二
二
三
下
-
二
二
四
上
)

と
出
し
て
い
る
が
、
實
際
に
畢
げ
て
い
る
の
は
二
十
部
六
十

三
巻
し
か

な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
般
舟
三
昧
経
二
巻
が
、
本
來
の
道
宣
の
著
述

に
は
有

つ
た
の
が
、
傳
爲
の
間
に
漏
れ
た

の

で
あ

ろ
う
。
縮
刷
藏
経

(結
二
、
三
九
左
)
・
卍
藏
経
も
大
正
藏
と
同
じ

で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以

上
の
こ
と
は
調
べ
難
い
が
、
内
典
録
の
支
婁
迦
識
課
経

「
二
十

一
部
六

十
三
巻
」
は
、
三
寳
紀
の

「
二
十

一
部
六
十

三
巻
」
(大
正
四
九
、
五
二

下
-
五
三
上
)
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
く
同
じ
経
典

を
出
し
て
い
る
が
、
般
舟
三
昧
経
だ
け
が
脱
落

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

阿
彌

陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
卒

川
)
 

三
三
七
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阿
彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
平

川
)
 

三
三
八

故
に
内
典
録
で
も
、
本
來
は
支
婁
迦
識
課
経
中
に
、
般
舟
三
昧
経
二
巻

が
あ
つ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

内
典
録
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
竺
佛
朔

の
繹
経
中

(大
正
同
、
二
二
四
中
)
、

竺
法
護

の
課
経
中

(大
正
同
、
二
三
三
中
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
本
の
般

舟
三
昧
経
の
課
出
を
言
う
こ
と
は
、
三
寳
紀
と
同
じ
で
あ
る
o
し
か
し

内
典
録

の

「大
乗
軍
重
翻
本
井
課
有
無
録
」
で
は
、
「般
舟
三
昧
経
三
巻

或

い
は
二
巻
、
四
十
七
紙
、
西
晋
竺
法
護
繹
」
(大
正
同
、
二
八
七
下
)

と

一
本
の
み
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
立
場
は
前
代
の
諸
経
録
と
同
じ
で

あ
る
。

と
も
か
く
竺
法
護
課

一
本
の
み
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
階
代
課
の

「大
集
賢
護
菩
薩
経
六
巻
」
が
、
内
典
録

で
新
し
く
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い

(大
正
同
、
二
七
六

上
)
。

し
か
る
に
次
の
大
周
録
で
、
二
本
の
般
舟
三
昧
経
が
現
れ
る
。
大
周

録
に
は
、
「前
後
六
経
同
本
別
課
」
と
し
て
、
支
識
課
二
巻

(
三
巻
)
本
、

五
十
七
紙
、
支
識
別
課

一
巻
本

(後
十
品
)
、
竺
佛
朔

二
巻

本
、
竺
法

護
二
巻
本
四
十
七
紙
、
念
佛
章
経

一
巻
、
抜
陀
菩
薩
経

一
巻

の
六
本

(大
正
五
五
、
三
八
八
中
)
を
學
げ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
じ
め
て
支
識
に

三
巻
本

と

一
巻
本
の
二
課
が
現
わ
れ
、
三
巻
本
は
五
十
七
紙
と
、
あ
た

か
も
そ
の
本
が
現
存
し
た
か
の
如
き
髄
裁
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
五

十
七
紙
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
の
経
録
に
も
、

ま
た
そ
れ
以
後
の

経
録
に
も
言
わ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
現
存
経
に
も
相
當
し
な
い
か
ら
、

す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
。
し
か
し
四
十
七
紙
本
は
い
ぜ
ん
と
し
て
、
竺
法

護
繹
本
と
認
め
て
い
る
。
尚
、

内
典
録
か
ら
現

れ
る
闇
那
堀
多
課

「大

集
賢
護
経
」
は
、
大
周
録
で
は

「
一
部
五
巻
、

九
十
三
紙
」
(大
正
同
、

三
八
四
下
)
と
し
て
、
日
藏
経
な
ど
と
並

べ
て
學

げ
ら
れ
、
別

の
箇
所

に
出
て
い
る
。
即
ち
般
舟
三
昧
経
の
異
課
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
異
課
で
あ
る
こ
と
を
獲
見
し
、
般
舟
三
昧
経
の

所
に
移
せ
ば
、
開
元
録
の
「
七
繹
」
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

開
元
録
は
大
周
録
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

支
婁

迦
識

の
課
経
中

に
、
三
巻
本

と

一
巻
本

(共
に
光
和
二
年
、

一
七
九
繹
。
大
正
五
五
、
四
八

七
下
)
、
竺
佛
朔
に
二
巻
本

(光
和
二
年
、
月
支
沙
門
支
識
傳
語
と
な
す
。
大

正
同
、
四
八
二
中
)
竺
法
護
課
二
巻
本

(但
し
開
元
録
で
は
、
「已
上
見
存
已

下
閾
」
の
闘
の
方
に
入
つ
て
い
る
。
大
正
同
、
四
九
五
中
。
開
元
録
に
至
つ
て
、

今
ま
で

「存
」
で
あ
つ
た
竺
法
護
本
が
鉄
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
)
、
以
上
四
本

の
般
舟
三
昧
経
を
認
め
、
さ
ら
に
抜
肢
菩
薩
経
、
闇
那
堀
多
課
を
認
め
、

七
課
と
な
つ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
経
録
で
は
、
支
識
と
竺
法
護
と

に
般
舟
三
昧
経
の
課
出

の
あ
つ
た
こ
と
は
、
古
く
か
ら
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
見
存

し
て
い
た
の
は
、
竺
法
護
課
で
あ
つ
て
、
支
識
繹
で
は
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。
開
元
録
に
至
つ
て
、
爾
者
が
入
れ
か
わ

つ
た
が
、
し
か
し
開
元

録
の

「
入
藏
録
」
で
は
、
般
舟
三
昧
経
三
巻
、

五
十
紙
。
抜
肢
菩
薩
経

一
巻
、
十
四
紙
。
大
方
等
大
集
賢
護
経
五
巻
、

八
十
二
紙
」
(大
正
同
、

六
八
一
下
)
と
し
て
い
る
。
紙
数
が
少
し
ふ
え

て
い
る
が
、

こ
れ
ら
が

上
來
の
四
十
七
紙
本
、
十
三
紙
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
開
元
録

-792-



に
至
つ
て
四
十
七
紙
本
を
支
婁
迦
識
謬
に
比
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
法
経
録
以
來
の
竺
法
護
課
と
見
る
の
が
、
諸

経
録
の
立
場
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貞
元
録
は
開
元
録
に
全
く

同
じ
で
あ
る
。

問
題

は
、
現
傳
の

一
巻
本
般
舟
三
昧
経
は
誰
の
課
か
と
云
う
に
、
こ

れ
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
藏
で
五
頁

(
四
三
五
行
)
ほ
ど
で
あ

り
、
抜
肢
菩
薩
経
よ
り
少
し
く
大
き
い
。
十
四
紙
傘
ほ
ど
に
な
ろ
う
。

上
述
の
如
く
法
経
録
以
來
、

支
婁
迦
識
に

一
巻
本
が
言
わ
れ
る
が
、
し

か
し
こ
れ
は

「
後
十
品
」
(
三
巻
本
が
十
六
品
あ
る
の
で
、
そ
の

「後
十
品
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
)
と
言
う
か
ら
、
現
存
の

一
巻
本
と
は
合
わ
な
い
。

一
巻
本
は
八
品
で
あ
り
、
三
巻
本
の
全
燈
に
相
當
し
て
い
る
。

望
月
佛
教
大
鮮
曲

(第
五
巻
、
四
二
五
三
頁
中
)
で
は
、
出
三
藏
記
集

等
に
よ

つ
て
、
支
識
に
二
巻
本
の
課
出
の
あ

つ
た
こ
と
を
認
め
て
、
現

存
の
三
巻
本
は
課
語
が
道
行
般
若
と
相
符
す
る
鮎
が
多

い
と
し
て
、
現

存
三
巻
本
を
支
婁
迦
識
繹
と
推
定
し
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
、
三
巻

経

の
文
句
は
、
高
麗
藏
と
宋
元
明
三
本
と
の
間
に
は
異
同
が
あ
り
、

と

く
に

「
問
事
品
」
の
初
め
の

「
聞
如
是
」
以
下
の
百
二
字
は
、
支
識
の

課
に
似
ず
、
法
護
の
課
例
に
類
す
る
か
ら
、
後
世
何
人
か
が
、
支
識
繹
の

二
巻
本
と
法
護
課
の
二
巻
本
之
を
合
揉
し
て
、
三
巻
と
し
た
も
の
な
ら

ん
か
を
疑

う
べ
き
も
の
な
り
と
も
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て

一
巻
本
は
、

上
述
の
如
く
新
し
い
課
語
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
東
晋
代
の
課
出

で
あ
り
、

出
三
藏
記
集
の
言
う

「般
舟
三
昧
念
佛
章
経
」
が
こ
れ
に
當

る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

望
月
僻
典

の
説
に
も
首
肯
し
得
べ
き
鮎
も
あ

る
が
、
し
か
し
二
巻
と

三
巻
の
別
は
、
経
録
で
は
古
く
か
ら
爾
説
が
あ

つ
た
か
ら
、

こ
の
相
違

を
重
覗
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

し
か
も
四
十
七
紙
と
い
う
こ
と
が
古

く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
現
傳
三
巻
本

は
竺
法
護
課
と
見
る
の

が
穏
當
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に

一
巻
本
が
般
舟
三
昧
念
佛
章
経
に
當
る
か

否
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
念
佛
章
経
は
、僧
祐
は
そ
の
存
在
を
確
認
し
、

法
経
録
も
と
く
に
否
定
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
吹
の
仁
壽
録
や
静
泰

録
は
、
支
識
課

一
巻
本
と
般
舟
三
昧
念
佛
章
経

一
巻

と
の
二
本
を
、

「
闘
本
」
(大
正
五
五
、
一
七
六
上
・
二
一
三
下
)
の
中
に
入
れ
、
存
在
し

な
い
と
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
以
後
に
お
い
て
も
、

こ
の
経
が
存
在
し
た
こ
と
は
言
わ
れ
て
い
な

い
。

現
存
の

一
巻
本
の
般
舟
三
昧
経
は
、
高
麗
藏
経

の
み
に
牧
録
さ
れ
た

如
く
で
あ
る
。
い
ま
昭
和
法
寳
総
目
録
第
二
巻

の
目
録
類
に
よ
つ
て
み

る
に
、
北
宋
版
の

「
唐
本

一
切
経

目
録
巻

上
」
(昭
和
法
寳
総
目
録
二
、

一
二
二
中
)
に
は
、
「罪
九
」
に
三
巻
本
と
抜
肢
経
と
大
集
賢
護
経
の
三

本

の
み
を
牧
め
て
お
り
、

一
巻
本
を
牧
め
な
い
。
南
宋
版
の

「
三
縁
山

輪
藏
目
録
」
(
同
上
、
一
五
三
上
中
)
も
同
じ
で
あ
る
。
そ

の
後

の
至
元

法
寳
勘
同
目
録

(同
上
、
一
八
九
上
中
)
、大
明
三
藏
聖
教

北
藏

目
録
巻

一
(
同
上
、
二
七
五
上
中
)
等
、
す
べ
て
三
本
を
出
す
の
み
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
等
の
藏
経
に
は
、

一
巻
本
は
牧
録
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

牧
録
さ
れ
た
と
し
て
も
、
別
の
経
名
で
入
藏
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

阿
彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
平

川
)
 

三
三
九
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阿
彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
平

川
)
 

三
四
〇

る
。
た
だ
高
麗
藏
経
目
録
で
あ

る

「大
藏
目
録
」
巻

上

(同
上
、
九
四

上
)
の

「伐
函
」
に
「
大
集
経
賢
護
分
五
巻
、
般
舟
三
昧
経
三
巻
、
支
婁

迦
識
課
、
般
舟
三
昧
経

一
巻
、
同
羅
、
抜
肢
菩
薩
経

一
巻
」
と
し
て
、
四
本

を
出
す
の
で
あ
る
。
縮
刷
藏
、
大
正
藏
は
こ
れ
を
承
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
高
麗
藏
が

一
巻
本
を
い
か
に
し
て
獲
見
し
、
入
藏
し
た
か

は
、
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
翫
知
の
経
典

の
中
に
比
定
す

る
と
す
れ
ば
、
望
月
鮮
典
の
言
う
如
く
、
僧
祐
に
存
在
の
確
認
さ
れ
て

い
た

「
般
舟
三
昧
念
佛
章
経
」
に
比
定
す
る
以
外
に
な
か
ろ
う
。
し
か

り
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
道
安

(
-
三
八
五
)
以
後
、
僧
祐

(
四
四
五
-
五

一
八
)
以
前
の
間
の

「
失
繹
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

(4
)

つ
ぎ
に
無
量
壽
経
類

の
醗
課
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
う
べ
き
こ
と
は

な
い
が
、

一
言
す
れ
ば
、
五
課
現
存
す
る
う
ち
、
第

一
の
無
量
清
浄
平

等
豊
経
四
巻
を
、
支
婁
迦
識
の
繹
と
す
る
大
藏
経
の
傳
承
を
認
め
る
學

者
は
少
な

い
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
支
識
課
の
道
行
般
若
と
は
繹
語

の
異
る
貼
が
あ
り
、
経
録
の
記
述
も
不
備
が
あ
る
か
ら
、
疑
問
の
入
れ

う
る
飴
地
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
否
定
し
て
、
他
の
誰
の
課
と
す
る

か
に
つ
い
て
は
き
め
手
は
な
い
。
し
か
し
内
容
か
ら
見
て
、
古
課
時
代
,
 

の
醗
課
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
今
は
そ
の
範
團
内
で
考
察
を
進
め

た
い
。

第
二
の
大
阿
彌
陀
経

(
阿
彌
陀
三
耶
三
佛
薩
櫻
佛
檀
過
度
人
道
経
)

二
巻
を
支
謙
課
と
す
る
大
藏
経
の
説
は
、
大
骸
に
お
い
て
諸
家
に
認
め

ら
れ
て
い
る
。
支
謙
の
課
と
認
め
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
無
量
壽
経
二
巻
を
康
僧
鎧
課
と
す
る
こ
と
も
、
學
者
の
異
説

が
多
い
。
課
文
が
明
快
で
あ
り
、
洗
練
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
曹
魏
の

嘉
平
年

(
二
四
九
-
二
五
四
)
と
い
う
程
に
古
い
課
と
は
見
難
い
。
経
録

(5
)

の
記
述
も
不
備
で
あ
る
。

一
般
に
康
曾
鎧

の
醗
課
に
つ
い
て
は
疑
問
が

多
い
。
恐
ら
く
も
つ
と
時
代
が
下
る
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
野
上
俊
静
博

士
が
神
瑞
爲
経
に
基
い
て
、
こ
れ
を
竺
法
護
課

に
比
定
さ
れ
た
が

(
日

本
佛
教
學
會
年
報
第
十
五
號

一
八
一
頁
)
、
必
ら
ず

し
も
そ
れ
が
定
説
と
,
 
な

ら
な
い
の
は
、
課
語

・
繹
文
に
竺
法
護
課
と
距
離
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ

う
。

こ
れ
は
羅
什
前
後
の
成
立
と
見
る
の
が
穏
當
で
あ
ろ
う
。

第
四
の
菩
提
流
支
課
無
量
壽
如
來
會
二
巻

(
七
〇
八
-
七
一
三
)
と
第

五
の
法
賢
課
無
量
壽
荘
嚴
経
二
巻

(九
八
〇
年
)
の
二
本
に
つ
い
て
は
、

特
に
異
説
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
は
以
上
の
如
き
課
出
年
代

と
見

て
考
察
を
進
め
た
い
。

三
 
般
舟
三
昧
経
の
佛
塔
信
仰

般
舟
三
昧
経
は
、

一
巻
本
は
八
品
、
三
巻
本
十
六
品
、
賢
護
分
は
十
七

品
で
あ
り
、
品
敷

・
分
量
は
異
る
が
、
ほ
ぼ
全
髄
に
亘
つ
て
い
る
。
し

か
し
抜
肢
経
は
ほ
ぼ
前
牛
四
品
に
相
當
し

て
い
る
。
(
註
2
、
色
井
氏
論

文
)
。
本
経
は
前
牛
の
第

一
「
問
事
品
」
、
第

二

「行
品
」
、
第
三

「
四

事
品
」
等
に
お
い
て
、
観
佛
三
味
の
仕
方
、
と
く
に
阿
彌
陀
佛
を
観
ず

る
作
法
を
明
し
、
さ
ら
に
こ
の
三
味
の
可
能
な

る
根
檬
を
示
し

て
、

「
我
が
所
念
を
即
ち
見
る
。
心
、
佛
と
作
る
。

心
、
自
ら
見
る
。

心
は
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是
れ
佛

心
な
り
。
是
れ
如
來

の
心
な
り
。
是
れ
我
が
心
な
り
。
云
々
」

(大
正
一
三
、
八
九
九
中

・
九
〇
六
上
・
八
七
七
中
)
と
述
べ
、
佛
を
観
ず

る
こ
と
は
、
自
心
を
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
佛
の
形
像
と

し
て
、
封
象
的
に
投
影
さ
れ
る
純
粋
清
浮
な
も
の
が
、
か
え
つ
て
自
心

の
奥
底

に
あ
る
こ
と
が
自
箆
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

「
心
佛
衆
生
、
此

三
無
差
別
」
と
説
く
華
嚴
経
の
唯
心
論
や
、
自
性
清
浄
心
、
さ
ら
に
如

來
藏
思
想
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
三
昧
に
お
い
て
佛
を
観

じ
っ
つ
も
、
「
心
、
想
を
起
せ
ば
則
ち
療
な
り
ゅ
想
な
き
は
是
れ
泥
澄

な
り
。
是

の
法
は
堅
固
な
る
こ
と
な
し
。
常
忙
立
ち
て
念
に
在
り
。
解

を
以
つ
て
室
を
見
る
者
は
、

一
切
想
念
無
し
」
(大
正
一
三
、
九
〇
六
上
・

八
九
九
下
・
八
七
七
中
)
と
述
べ
、
美
し
い
佛
の
形
像
を
見
る
に
し
て
も
、

し
か
し
そ
の
想
に
執
着
す
べ
き
で
は
な
く
、
即
ち
観
佛
の
根
底
に
は
室

観
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
唯
心
論
や
室
観
に
關
す
る
考
察
は
省
略
す
る
が
、

こ
の
貼

は
阿
彌
陀
佛
の
信
仰

の
獲
生
を
理
解
す
る
上
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
鮎
を
無
覗
し
て
阿
彌
陀
佛
信
仰
の
起
源
を
論
ず
る
の
は
適
切
で
な

い
。
と
も
か
く
般
舟
三
昧
経
で
は
、
観
佛
の
作
法
を
説
い
て
、
次
に
第

四

「
響
喩
品
」
で
般
舟
三
昧
を
説
く
経
典
の
書
爲

・
讃
諦

・
受
持
を
す

す
め
、
さ
ら
に
こ
の
経
を

「非
佛
説
」
と
諺
ず
る
人
々
の
あ
る
こ
と
を

読
い
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
三
巻
本

と
賢
護
分
に
は

「
無
著
品
」
が
あ
り
、
見
佛
を
な
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
著
す
べ
か
ら
ざ

る
こ
と
を
述
べ
る
が
、

こ
れ
は

一
巻
本
に
は
な
い
。
つ
き
に
「
四
輩
品
」

が
あ
る
。

こ
こ
で
、
般
舟
三
昧
を
修
す
る
菩
薩

に
し
て
比
丘
と
な
る
も

の
、
比
丘
尼
と
な
る
も
の
、
白
衣
で
優
婆
塞
の
菩
薩
、
優
婆
夷

の
菩
薩

の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
法
を
示
し
て
い
る
。
第

一
に
出
家
の
菩
薩
に
つ
い
て

は
、
出
家
を
し
て
比
丘
と
な
り
、
愛
欲
を
断
じ
、
清
浄
戒
を
守
る
べ
き

こ
と
を
示
し
、
和
上
に
承
事
し
、
善
師
に
承
事
す
べ
き
こ
と
を
説

い
て

い
る
。

つ
き
に
菩
薩
が
、
比
丘

・
比
丘
尼

・
優
婆
塞
・優
婆
夷
か
ら
、
こ

の
般
舟
三
味
を
聞
く
な
ら
ば
、
彼
を
見
る
こ
と
佛
の
如
く
す

べ
し
と
述

べ
て
い
る
。
常
に
行
乞
し
て
、
別
請
を
受
け
ず
、
経
行
し
て
お
こ
た
ら

ず
、
睡
眠
を
除
い
て
心
開
解
し
、
勇
猛
精
進
し

て
、
こ
の
三
昧
を
得
べ

き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

つ
ぎ
に
比
丘
尼
に
つ
い
て
は
、
こ
の
三
昧
を

得
ん
と
す
る
比
丘
尼
は
、
嫉
妬
を
す
て
、
貧
瞑
擬
を
捨
て
、
貢
高
を
去

り
、
貴
大
を
去
り
、
解
怠
を
し
り
ぞ
け
、
服
飾
珠
環
を
去
り
、
悪
口
を

や
め
、
好
衣
鉢
を
貧
ら
ず
、
當
に
精
進
す
べ
き

こ
と
を
説
い
て
い
る
。

第
三
に
在
家
菩
薩
の
こ
の
三
昧
の
修
得
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
こ
に

佛
塔

の
記
述
が
出
て
く
る
。
も
と
も
と
こ
の
般
舟
三
昧
経
は
、
在
家
菩

薩
で
あ
る
腿
陀
和

(B
h
a
d
ra
p
a
la
賢
護
)
菩

薩

に
封
し
て
説
か
れ

た
経
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
在
家
の
行
法
は
重
要
な
意
味
を

持

つ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
在
家

の
菩
薩

は

「
五
戒
を
守
つ
て
、

堅
く
浄
潔
に
住
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
堅
住
五
戒
」
と
い
う

こ

と
は
、
郁
伽
長
者
経
や
十
佳
毘
婆
沙
論
の
所
説
と
合
す
る
。
智
度
論
は

五
戒
の
分
受
を
認
め
る
か
ら
、

そ
の
鮎
で
こ
の
経
に
遠

い
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
経
で
は
、
優
婆
塞
に
も
五
戒
を
守
る
以
上
の
こ
と
を

阿
彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
平

川
)
 

三
四

一
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阿
彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
平

川
)
 

三
四
二

要
求
し
、
飲
酒
を
禁
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
女
人
と
の
交
通
を
禁
じ
、
妻

子
に
恩
愛
あ
る
を
得
ず
、
男
女
を
念
ず
る
を
得
ず
、
財
産
を
念
ず
る
を

得
ず
、
妻
子
を
捨
て
て
沙
門
と
な
ら
ん
と
念
ぜ
よ
と
言
う
て
い
る
。
更

に
常
に
布
施
を
念
じ
、
し
か
し
布
施
の
編
を
得
べ
し
と
念
ぜ
ず
、

つ
ね

に
善
師
を
尊
敬
し
、
持
戒
の
比
丘
を
輕
蔑
し
て
は
な
ら
な
い
と
云
う
て

い
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
學
ん
だ
の
ち
、
般
舟
三
昧
を
學
す
べ
し
と

述
べ
て
い
る
。
在
家
の
菩
薩
は
常
に
五
戒
を
守
る
う
え

に
、
齋

日
に

は
、
八
關
齋
を
守
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
三
巻
本
で
は

「
常
に

八
關
齋
を
持
ち
、
齋

の
時
に
は
常
に
當
さ
に
佛
寺
に
お
い
て
齋
す
べ
し
」

(大
正

一
三
、
九

一
〇
中
)
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
を
言
い
直
す
偶
文

の

(
6
)

中
で
も

「常
に
五
戒
を
奉
持
し
、

一
日
に
八
關
齋
し
、
齋
の
時
に
は
佛

寺
に
於

て
せ
よ
。
三
昧
を
學
ん
で
通
利
し
、
人
の
悪
を
説
く
こ
と
を
得

ず
」
(同
上
、
九
一
〇
中
)
と
述
べ
て
い
る
。

一
巻
本
に
も

「常

に
八
關

齋
を
持

し
、
當
さ
に
佛
寺
中
に
於
て
し
、
常
に
當
さ
に
布
施
を
念
ず
べ

し
」
(大
正
同
、
九
〇

一
中
)
と
述
べ
、
偶
文
中
に
は

「妻
子
財
色
を
貧

ら
ず
、

常
に
八
關
齋
を
佛
寺
に
於
て
し
、
貢
高
に
し
て
人
を
輕
蔑
す
る

を
得
ざ

れ
」
(大
正
同
、
九
〇

一
中
)
と
述
べ
て
お
り
、
趣
旨

は
同
じ

で

あ
る
。

こ
こ
に
在
家
菩
薩
の
禮
葬
す
る
所
が
、
「佛
寺
」
で
あ
る

こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
如
く
三
巻
本
は
竺
法
護
羅
と
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
竺
法
護
は
正
法
華
経
に
お
い
て
、

ス
ツ
ー

パ
を

「
佛
寺
」
「
塔

寺
」
と
課
す
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
法
華
・妙
法
華
・

(
7
)

梵
本
を
比
較
し
て
、
か
つ
て
筆
者
が
論
謹
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち

在
家
菩
薩
の
禮
拝
す
る
と
こ
ろ
は
塔
寺
で
あ
り
、
齋
日
に
は
塔
寺
に
詣

つ
て
、
八
齋
戒
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
塔
寺
は
、
佛
塔
を
中
心
と

し
た
寺
を
指
す
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
か

つ
て
筆
者
の
論
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
大
乗
経
典
で
、
古
課
で
は
塔
寺

・
佛
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
も

の
が
、
新
繹
や
チ
ベ
ッ
ト
課
等
に
な
る
と
、
精
舎
や
僧
伽
藍
に
か
え
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
華
嚴
経
の
浮
行
品
や
郁
伽
長
者
経
等
に
見
ら

れ
る
が
、
般
舟
三
昧
経
で
も
同
様
で
あ
る
。
闇
那
蠣
多
課
堅
護
分
で
は
、

「常
に
出
家
を
樂
い
、髪
髪
を
除
く
こ
と
を
念
ず
。
八
關
齋
を
修
し
て
、

恒
に
伽
藍
に
佳
す
」
(大
正

一
三
、
八
八
四
上
)
と

述

べ
て

い
る
。

こ
の

伽
藍
は
僧
伽
藍
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
偶
文
で
は

「恒
に
ま
さ
に

五
種
戒
を
修
持
し
、
亦
常
に
し
ば
し
ば
八
戒
齋
を
受
く
。
常
に
寺
廟
に

住
し
て
資
生
を
捨
て
、
此
の
三
昧
を
讃
諦
し
、

思
惟
す
」
(大
正
同
、
八

八
五
下
)
と
な
つ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
課
般
舟
三
昧
経

で
は

「精
舎
」

(g
tsu
g
 la
g
 k
h
an
,
 vih
a
ra
)
に
お
い
て
、
八
齋
戒
を
行
ず
べ
き
こ

と
を
述

べ
て
お
り
、
「
精
舎
」
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
チ
ベ
ッ

小
課
に
よ
り
、
三
巻
本
や

一
巻
本
の

「
佛
寺
」

と
あ
る
鮎
ま
で
も
訂
正

す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
古
く
は
大
乗
菩
薩
の
往
詣
す
る
場
所
は

塔
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、
後
に
精
舎
と
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
在
家
菩
薩
の
往
詣
す
べ
き
塔
寺
に
は
、
出
家
菩
薩
が
居
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住
し
、
修
行
を
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

さ
ら

に
三
巻
本
に
は
四
輩
品
の
次
に

「
受
決

品
」
が
あ
り

(
一
巻
本

に
は
鉄
く
)
、
腿
陀
和
等
の
八
菩
薩
に
こ
の
経
を
囑
累
す
る
こ
と
を
説
く

が
、
そ

の
中
で
舎
利
供
養
を
す
す
め
て
、
「
現
世
に
こ
こ
に
お
い
て
は

我
が
教
を
受
け
、
是
の
舎
利
を
分
布
し
、
供
養
す
。
安
諦
に
佛
の
所
化

を
受
習
し
、
皆
、
悉
く
調
諦
し
て
付
す
る
所
あ
り
。
塔
寺
及
び
山
中
に

著
け
、

若
し
く
は
天
龍
、
乾
陀
羅

に
付
す
」
(大
正

一
三
、
九
一
一
中
)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
偶
文
で
あ
る
た
め
、
文
意
は
は
つ
き
り
し
な

い
が
、
舎
利
を
供
養
し
」
法
を
傳
え
る
所
と
し
て
、
塔
寺
と

「
山
の
中
」

と
を
言
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
乗
の
出
家
菩
薩
の
佳
塵
と
し
て
、
塔

寺
と
阿
蘭
若
塵

(
山
中
)
と
を
言
う
こ
と
は
、
郁
伽
長
者
経
や
十
佳
毘

婆
沙
論
な
ど
で
も
言
う
こ
と
で
あ
る
。
舎
利
供
養
、
造
塔
は
、
賢
護
分

(大
正
同
、
八
八
五
上
)
に
も
同
じ
く
説
か
れ
て
い
る
。

四

無
量
壽
経
類
と
佛
塔
信
仰

阿
彌
陀
佛
の
信
仰
と
佛
塔
と
の
關
係
は
、
無
量
壽
経
類
を
も
調
べ
る

必
要
が
あ
る
。
般
舟
三
昧
経
で
は
阿
彌
陀
佛
の
浄
土
は

「須
摩
提
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
か
、
極
樂
の
荘
嚴
に
つ
い
て
は
、
且
髄
的
な
説
明
が
な

い
。
極
樂
の
描
爲
に
關
し
て
は
、
羅
什
課
等
の
阿
彌
陀
経
に
詳
し
い
が
、

阿
彌
陀
経

で
は
極
樂
浄
土
の
結
構
は
、
佛
塔

の
規
模
と
全
く
同
じ
に
説

(
9
)

か
れ
て

い
る
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
す
で
に
中
村
元
博
士
が
指
摘
し
て

お
ら
れ
る
。
即
ち
極
樂
浮
土
の
荘
嚴
は
、
現
世

の
壮
麗
な
る
佛
塔
の
結

構
を
按
大

・
誇
張
し
て
、
説
き
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ

は
律
藏
な
ど
に
説
く
佛
塔
の

「
造
塔
法
」
や
、
現
實

の
佛
塔
の
プ
ラ
ン

(
1
0
)

と
、
阿
彌
陀
経
の
記
述
と
を
比
較
し
て
見
れ
ば
、
更
に
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
阿
彌
陀
経
に
は
、
勿
論
こ
れ
が
佛
塔
を
モ
デ

ル
に
し
で
説

か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
無
量
壽
経
に

も
、
佛
塔
に
つ
い
て
は
何
も
言
う
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
佛
塔
と
阿

彌
陀
佛
の
信
仰
と
は
つ
な
が
り
が
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、

し
か
し
こ
の
場
合
に
も
、
無
量
壽
経
の
古
課
に
は
、
佛
塔
と
の
關

係
が
示
さ
れ
て
い
る
。

古
課
の
う
ち
、
内
容
的
に
は
支
謙
課
大
阿
彌
陀
経

の
方
が
、
無
量
清

浄
平
等
畳
経
よ
り
も
古
い
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
大
阿
彌
陀
経
の

二
十
四
願
の
う
ち
、
第
六
願
に
佛
塔
の
願
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
「若

し

善
男
子

・
善
女
人
が
我
が
國
に
來
生
せ
ん
と
欲
し
て
、
我
を
用
い
る
が

故
に
、
釜
ゝ
善

を
作
し
、
若
し
く
は
、
分
檀
布
施
し
、
塔
を
邊
り
、
焼

と
も

香
し
、
花
を
散
し
、
燈
を
然
し
、
雑
紬
繰
を
か
け
、
沙
門
に
飯
食
し
、

(
1
1
)

塔
を
起
し
、
寺
を
作
り
、
愛
欲
を
断
じ
、
齋
戒
清
浄
に
、

一
心
に
我
を

念
じ
、
書
夜

一
日
、
断
絶
せ
ず
ば
、
皆
、
我
が
國
に
來
生
し
て
、
菩
薩

と
な
ら
し
む
べ
し
。
是
の
願
を
得
れ
ば
、
乃
ち
佛
と
作
ら
ん
。
是
の
願

を
得
ず
ば
、
終
い
に
佛
と
作
ら
ず
」
(大
正
一
二
、
三
〇
〇
中
)
と
あ

る
。

こ
こ
に
塔
を
め
ぐ

つ
て
、
焼
香

・
散
華

・
然
燈

・
紬
蓋
を
か
け
る
等
の
、

塔
を
禮
拝
す
る
こ
と
と
、
塔
を
起
し
、
寺
を
作
る
等
の
造
塔
の
こ
と
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
佛
塔
信
仰
で
あ
る
。
即
ち
佛

桐

彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
季

川
)
 

三
四
三
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三
四
四

塔
禮
拝
に
よ
つ
て
、
極
樂
に
往
生
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

大
阿
彌
陀
経
に
は
、
衆
生
が
浮
土
に
生
れ
る
願
が
三

つ

(第
五
.
 第

六
・
第
七
)
あ
る

(大
正

一
二
、
三
〇
一
中
下
)
。
そ
の
第

五
願

は
、
悪
人

で
も
我

が
名
字
を
聞
い
て
、
我
が
國
に
來
世
せ
ん
と
の
心
を
起
し
、
正

道
に
鶴

つ
て
善
を
な
し
、
経
戒
を
持
す
る
な
ら
ば
、
往
生
せ
し
め
る
と

い
う
願

で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
悪
人
を
救
う
願
で
あ
る
。
第
六
願
は
、
今

述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
在
家
信
者
を
封
象
と
し
た
願
で
あ
る
。

つ
ぎ
の

第
七
願

は
、
出
家
し
て
沙
門
と
な
り
、
六
波
羅
蜜
を
行
じ
、
菩
薩
道
を

行
ず
る
人
を
、
我
が
國
に
往
生
せ
し
め
る
と
い
う
願
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

出
家
菩
薩
を
封
象
と
し
た
願
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
願
に
封
鷹
し
て
、
大
阿
彌
陀
経
の
後
段
に
は
、
い
わ
ゆ

る

「成
就
の
文
」
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
三
種
類
の
人
が
、
實
際
に
浄
土

に
往
生
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

コ
ニ

輩
段
」

で
あ
る
。
「願
つ
て
阿
彌
陀
佛
國
に
往
生
せ
ん
と
欲
す
る
者
に

三
輩
あ
り
」
(大
正

一
二
、
三
〇
九
下
以
下
)
と
し
て
第

一
輩
は
出
家
し
て

沙
門
と
な
り
、
菩
薩
道
を
行
ず
る
者
で
、
さ
き
の
第
七
願
に
封
慮
し
て

い
る
。

こ
の
人
は
夢
中
に
阿
彌
陀
佛
を
見
て
、
命
終
時
に
は
阿
彌
陀
佛

が
自
ら
菩
薩

・
阿
羅
漢
と
共
に
來
迎
す
る
。
中
輩
は
第
六
願
に
封
鷹
す

る
も
の
で
、
沙
門
に
飯
食
し
、
佛
寺
を
作
り
、
塔
を
起
し
、
散
華

・
焼

香

・
然
燈
等
、
第
六
願
の
内
容
と
同
じ
こ
と
が
示
さ
れ
、
命
終
時
に
化

佛
が
來
迎
す
る
こ
と
を
説
く
、
第
三
輩
は
、
第
五
願
に
封
慮
す
る
も
の

で
、
分
檀
布
施
も
沙
門
に
飯
食

・
作
佛
寺

・
起
塔
等
の
善
業
を
し
な
い

者
の
場
合
で
あ
り
、
彼
等
は
極
樂
の
邊
地
に
化
生
す
る
と
い
う
。

こ
の

よ
う
に
衆
生
往
生
の
願
が
、
實
際
に
實
現
し
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
。

し
か
る
に
次
の
清
浄
平
等
毘
経
で
は
、
以
上
の
三
つ
の
願
の
中
で
、

(
1
2
)

員
中
の
佛
塔
の
願
の
み
が
除
か
れ
て
い
る
。
薗

田
香
動
氏
は
諸
経
の
生

因
願
を
詳
し
く
研
究
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
『
大
阿
』
の
第
五

願
は
、
『
麗
経
』
の
第
十
九
願
、
『壽
経
』

の
第

二
〇
願
に
と
移
り
保
存

さ
れ
、
『大
阿
』
の
第
七
願
は

『箆
経
』
の
第
十
八
願
、
『壽
経
』
の
第

十
九
願
に
受
け
つ
が
れ
て
ゆ
く
。

し
か
し
第
六

の

「
善
人
作
善
得
生
」

の
願
の
み
は
、
大
阿
彌
陀
経
の
み
に
あ
り
、
平
等
毘
経
以
下
に
は
除
か

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
も
見
た
如
く
、
こ
の
三
願

は
、
出
家
菩
薩

・
在
家
菩
薩

・
悪
人
と
の
三
種

の
人
を
封
象
と
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
中
間
の
願

の
み
が
除
か
れ
た

の
は
、
遇
然
で
あ
る
と

は
見
難
い
。

し
か
し
成
就
の
文
の
三
輩
往
生
の
所
で
は
、
平
等
箆
経

(大
正

一
二
、

二
九
一
下
以
下
)
で
も
、
大
阿
彌
陀
経
と
同
じ
形

で
、
三
輩
往
生
が
説

か
れ
て
い
る
。
第

一
輩
に
捨
家
棄
欲
、
菩
薩
道
を
行
ず
る
沙
門
の
往
生

を
説
き
、
そ
の
中
輩
と
し
て
、
沙
門
と
な
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
も
、

「
常
に
経
戒
を
持
し
、
分
檀
布
施
し
、
常
に
佛
語
を
信
受
し
、
至
誠
忠

信
を
な
し
、
沙
門
に
飯
食
し
、
佛
寺
を
作
り
、
塔
を
起
し
、
焼
香
散
華

し
、
然
燈
し
、
雑
絶
練
を
か
け
、
云

々
」
(大
正
一
二
、
二
九
二
上
)
す

る
者
は
、
化
佛
が
來
迎
す
る
と
説
い
て
い
る
。
大
阿
彌
陀
佛
の
文
と
全
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く
同
じ
で
あ
る
。
第
三
輩
は
悪
人
の
場
合
で
あ
る
。
「成
就

の
文
」
は

願
に
封
鷹
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
當
然

こ
の
こ
と
が
願
の
中
に
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
平
等
畳
経
で
は
そ
れ
が
な
い
。
し
か
ら
ば
何
故

こ
の
願

の
み
が
除
か
れ
た
の
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
恐
ら
く
佛
塔
信
仰

に
よ
つ
て
往
生
で
き
る
と
な
す
貼
が
、
阿
彌
陀
佛
の
信
仰
の
濁
立
を
企

圖
す
る
人
人
に
と
つ
て
、不
都
合
で
あ
る
と
見
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

周
知

の
如
く
、

こ
の
三
輩
往
生
の
文
は
、
無
量
壽
経
に
も
、
簡
軍
な

形
で
あ
る
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
輩
は
、
「
當
さ
に
無

上
菩

提

心
を
獲

し
、

一
向
に
無
量
壽
佛
を
專
念
し
、
多
少
に
善
を
修
し
、
齋
戒

を
奉
持

し
、
塔
像
を
起
立
し
、
沙
門
に
飯
食
し
、
絶
を
か
け
、
燈
を
然

し
、
散
華
焼
香
し
、
云
々
」
(
大
正
一
二
、
二
七
二
中
)
と
述
べ
て
い
る
。

さ
き
に
は
、塔
を
め
ぐ
り
、
佛
寺
を
作
り
、
塔
を
起
し
と
あ
つ
た
の
が
、

こ
こ
で
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
、
し
か
し
こ
の

三
輩
往
生
の
段
も
、
無
量
壽
経
ま
で
で
あ
り
、

つ
ぎ
の
チ
ベ
ッ
ト
課

・

梵
本

・
如
來
會
の
三
十
六
願
経
な
ど
で
は
除
か
れ
て
い
る
。

し
か
ら
ば
始
め
は
佛
塔
信
仰
と
結
合
し
て
い
た
阿
彌
陀
佛

の
経
典

が
、
な
ぜ
佛
塔
信
仰
か
ら
離
れ
た
か
と
い
う
に
、
そ
の
鮎
は
こ
の
小
論

で
は
論

じ
ら
れ
な
い
が
、

一
言
す
れ
ば
、
阿
彌
陀
佛

へ
の
信
仰
が
純
粋

に
な
れ
ば
、
佛
塔
禮
拝
が
極
樂
往
生
の
方
法
に
な
る
こ
と
は
、
適
切
と

は
見
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
、
阿
彌
陀
佛
を
信
じ
、
阿
彌
陀
佛

の
名
號
を
聞
く
こ
と
な
ど
が
、
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
く
る
。
し
か
も
極

樂
浮
土
が
、
佛
塔
を

モ
デ
ル
に
し
て
説
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
佛
塔
の
塔

身
の
あ
る
所
に
阿
彌
陀
佛
が
居
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
阿
彌
陀
経
で

は
、
阿
彌
陀
佛
が
ど
こ
に
居
ら
れ
る
か
は
は
つ
き
り
示
し
て
い
な
い
が
、

し
か
し
七
重
の
欄
楯
を
読
い
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
恐
ら
く

こ
の
欄

楯
に
か
こ
ま
れ
た
中
央
に
、
阿
彌
陀
如
來
が
居
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
佛
塔

の

塔
身

(g
a
rb
h
a
)
の
あ
る
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
佛
の
舎
利
が
安
置
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
佛
舎
利
を
阿
彌
陀
佛
に
取
り
か
え
た
も
の

が
、
極
樂
浄
土
の
信
仰
に
議
展
し
た
の
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
佛
塔
信
仰
は
、
佛
陀
の
救
濟
を
願
う
人

々
の
間
で
獲
展
し
た
信
仰

で
あ
る
。
行
者
が
佛
の
救
濟
を
ひ
た
す
ら
に
念
じ
て
、
佛
塔
を
禮
葬
し

て
、
禮
拝
の
う
ち
に
三
味
に
入
つ
た
と
き
、

そ
の
三
昧
の
境
地
に
お
い

て
、
自
己
の
願

い
に
鷹
ず
る
佛
陀
を
獲
見
し
た
の
が
、
観
佛
三
昧
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
観
佛
三
昧
の
理
論
的
根
櫨
は
、
上
述
の
如

く
唯
心
論
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
貼
か
ら
、
観
佛
三
味
と
し
て
の
阿
彌
陀
佛
の
信
仰
が
教
理
的
に

獲
展
す
れ
ば
、
佛
塔
信
仰
か
ら
離
れ
て
ゆ
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し

か
も
阿
彌
陀
佛
は
壽
命
無
量
の
佛
で
あ
る
か
ら
、
浬
婁
に
入
ら
な
い
佛

で
あ
る
。
大
阿
彌
陀
経
で
は
壽
命
無
量
と
い
う

こ
と
は
ま
だ
そ
れ
程
嚴

密
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
爲
に
、
阿
彌
陀
佛
の
壽
命
は
甚
長
で

あ
る
が
、
し
か
し
つ
い
に
は
般
泥
潭
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
の
あ
と
に

は
蓋
櫻
亘
菩
薩
が
作
佛
し
、
大
師
阿
彌
陀
佛

の
如
く
に
無
央
敷
劫
止
佳

す
る
で
あ
ろ
う
と
読
か
れ
て
い
る

(大
正

一
二
、
三
〇
九
上
)
。
こ
の
こ

阿
彌
陀
佛

の

経
典

と
佛
塔

(
平

川
)
 

三
四
五
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阿
彌
陀
佛

の
経
典

と
佛
塔

(
平

川
)
 

三
四
六

と
は
平
等
魔
経
に
は
ま
だ
残

つ
て

い
る
が

(大
正
同
、
二
九
一
上
)
、
無

量
壽
経
に
は
除
か
れ
て
い
る
。
阿
彌
陀
佛
は
浬
葉
に
入
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
、
た
と
い
入
る
と
し
て
も
極
遠
の
未
來
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
、
極

樂
に
は
佛
の
舎
利
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
極
樂
浄
土

に
舎
利
塔
の
あ
る
筈
は
な
く
、
佛
塔
信
仰
の
行
わ
れ
る
筈
も
な
い
の
で

あ
る
。

こ
の
鮎
は
阿
閤
佛
の
場
合
と
異
る
。
阿
閾
佛
も
佛
國
を
建
立
し
、

そ
こ
に
多
く
の
人
々
を
迎
え
と
る
が
、
し
か
し
阿
閤
佛
は
壽
命
無
量
で

は
な
い
か
ら
、
最
後
に
は
浬
葉
に
入
る
。
そ
の
時
、

阿
閤
佛
國
の
人
々

は
、
阿
閾
佛
が
浬
盤
に
入
つ
た
と
き
、
そ
の
舎
利
を
供
養
し
、
塔
を
建

て
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

(大
正
一
一
、
七
六
一
上
)
。
し
た
が
つ
て

阿
閤
佛
國
経
と
舎
利
供
養
と
は
結
合
す
る
が
、
阿
彌
陀
佛
の
信
仰
と
は

離
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

以
上
、
般
舟
三
味
経
と
大
阿
彌
陀
経
等
に
よ
つ
て
み
る
に
、
古
い
時

代
に
は
阿
彌
陀
佛

の
信
仰
と
佛
塔
信
仰
と
は
結
合
し
て
い
た
が
、
後
に

な
つ
て
離
れ
た
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

1
 
中
村
元
編

『華
嚴
思
想
』

一
四
七
頁
以
下
の
拙
論
、
及
び

「初
期
大
乗

敏
團
に
お
け
る
塔
寺
の
意
味
」
(宗
敢
研
究
第
一
五
三
號

一
七
頁
以
下
参

照
。)

2
 
色
井
秀
譲

「船
舟
三
昧
経
の
成
立
に
つ
い
て
」
印
佛
研
二
一
號
二
〇
三

頁
以
下
。
但
し
赤
沼
智
善
師
は
、
三
巻
本
か
ら

一
巻
本
が
抄
出
さ
れ
た
と

見
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
三
巻
本
ふ

一
巻
本
と
も
に
支
識
に
關
係
あ
り
と

見
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
醗
課
に
つ
い
て
の
詳
し
い
研
究
は
な
い
。
「佛

教
経
典
史
論
』
四
〇

一
頁
。

3
 

大
正
五
五
、
六
頁
、
註

17
参
照
。

大
正
藏
は
支
識
課

経
を

「
十
三
部
凡
二

十
七
雀
」
と
す
る
が
、
實
際

は

「
十
四
部

二
十
七
巻
」
あ
る
。

三
本

で
は

「
十
四
部
」
と
な

つ
て
い
る
。

こ
こ
に

も
混
餓
が
あ

る
0

4
 

無
量
壽
経
系
漢
繹

の
五
存

七
鮫

の
課
者

に
關
す

る
諸
家

の
説
は
、

坪
井

俊

映

『
浄
土
三
部
経
概

説
』

二

一
-
三
〇
頁
、

中
村
元

・
早
島
鏡
正

・
紀

野
二

義
繹

註

『
浮

土
三
部
経
』
上
、

三
五
八
頁
以
下
等
に
ま
と
め
ら
れ

て

紹
介

さ
れ
て

い
る
。

5
 
拙
著

『
律
藏

の
研
究
』

二

一
四
頁
に
康
僧
鎧

の
繹

経
に

つ
い
て
検
討
し

た
。

6
 
大

正
藏

で
は

「
一
月
」

と
あ

る
が
、

今
は
宋
元
明
三
本

の

「
一
日
」
に

よ
る
。

大
正

二
二
、
九

一
〇
中
、

註
13
。

7
 

註
1

の
拙
論
参
照
。

8
 
影

印
北
京
版

西
藏
大
藏
経
第
三
二
巻

一
一
四
頁

一
-

二
。

9
 
中
村
元

「
極
樂
浄
土

の
観
念

の
イ

ン
ド
的
解
明

と
チ
ベ

ッ
ト
的
攣

容
」

(
印
佛

研
第

一
一
巻

二
號

一
三
三
頁
以
下
)
。

10
 

拙
論

「
大
乗
佛
教

の
成
立
」
(『
古
代
史
講
座
』
12
、
八
二
頁
以

下
)

に
、

佛
塔

の
プ

ラ

ン
と
極
樂

と
の
比
較
を
示
し
た
。

11
 

大
正
藏

で
は
以
下

の
文
を
鉄
く
が
、
三
本

に
よ
つ
て
補

う
べ
き
で
あ
る
。

大
正

一
二
、
三
〇

一
頁
註
10
。

12
 
薗

田
香
動
脚
『
無
量
壽
経
諸
一異
本

の
研
究
』

二
二
頁
。
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